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当日は､朝から気温がぐんぐん上がり､気象庁は梅雨 

明け宣言の発表をしました。会場である中央公園は    

午後には猛暑日となりかなり厳しい暑さとなりました。 

コロナの影響で、ここ 2～3 年間は大型のイベンは全て

中止とされてきました。昨年に引き続き「まつり」への期待

が高まり実施に向けて鋭意準備が進められて来ました。

久々の大型イベントとあって住民の皆さんは堰をきった  

ように開始時間の 10時になるとぞくぞくと集まってきました。 

会場内は食べ物を扱った多くのお店が出店しどのお店も大盛況でした。芝生ひろばでは子ども達に  

大好評のウオータースライダーなどの水を扱ったプール関係が猛暑の後押しもあり子ども達には、大人気

で超満員でした。 

中央公園ステージでは、

フラや子どもミュージカル、

手話、歌などたくさんの   

出演者の方が演じてくれ 

ました。最後に盆踊りを  

全員で踊って 19 時半まで

楽しみました。 （広報委員） 
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午後１時 山下町内会会長の夏まつり開催挨拶とご来賓からの挨拶。 

山下町内会会長 松丸市長 取手警察署 守谷消防署 葉梨衆議院議員
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曇り空のなか、約１３０名のファミリーが会場の「郷州里山」に集まりました。  

小田部会長から、ホタルの幼虫や餌のタニシなどの養殖方法を説明があり、  

会場が暗くなったところで、発光した   

ホタルを子供たちの手に移し､直に観察し

て飛び放しました。  

（郷州里山の会代表 小田部和夫） 

 

 

 

 

あじさいコンサートが､郷州公民館

で開催されました。午前の部、午後の 

部の 2 回公演で、参加申込者は何と

193 名、当日の実際の参加者数は  

185名で、過去に類を見ない大盛況なコンサートでした。 

今回のコンサートは､今までのように楽器だけの演奏ではなくて  

ソプラノ歌手の歌唱も加えて「ソプラノ、クラリネット、ピアノ」の   

トリオ演奏でした。 

トリオ演奏、クラリネットとピアノの演奏、ピアノの伴奏でソプラノ

歌手の独唱を楽しみ、「ふるさとの四季全 11曲」のトリオ演奏では、

昔 の 子 供 の 頃 を  

懐かしく思い出して  

心が熱くなりました。 

公演終了後、参加者の皆さまからは､「感動しました」、

「涙が出ました」、「涙が出る一歩手前でした」、「ソプラノは

華がありますね」、「何か元気をもらいました」、「今回の演奏

はとても良かったです」等の感想をいただきました。 

(みずき会副会長 菅野徹夫) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

今年は、ホタルの羽化が 

早く、当日放したホタルは

約 25匹。 
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デイキャンプ体験は、”みずき野子ども会 

育成会”としては初めての試みでした｡参加 

人数は子ども大人合わせて 52 名。ライターや

マッチなどを使わずに火を起こす方法や、 

飯ごう(お米を炊く容器)でのお米の炊き方な

どを体験しました。特に火起こし機(木と木を 

擦り合わせて摩擦熱により火種を作る)は子ども達に一番の興味があった 

ようで、火が起こるまで 1 時間以上も火起こし機を回し  

続けていました。 

自分たちで起こした火で、お肉や野菜などを   

焼いて美味しく頂きました。お腹が満腹になったあと、花火をして楽しいキャンプ  

体験は終了しました。なお、バーベキューコンロや打ち上げ花火で火を扱うので  

消防署や市役所に許可をもらうために奔走してくれた子ども会育成会の岡田会長、 

そしてまちづくり協議会の山下会長に感謝いたします。             （広報委員） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に花火をして、楽しいデイキャンプは終了 

岡田会長から挨拶 キャンプの達人､4 丁目根本さんによる飯ごうの炊き方説明 

飯ごうで炊いたご飯は、特別に美味しい！ 
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お盆明けから連日猛暑が続いていましたが、

当日も同じく猛暑で厳しい天候でした。みずき野

朝市は 10 時にオープン。芝生ひろばでは、  

11 時にウォータースライダー・ミニプールが   

オープンして子ども達が水遊びを楽しんで   

いました。 

メインのジャズコンサート (Swing Quintet)の  

開始は 16 時と 18 時の 2 回でしたが、第 1 部  

開始の 16時でも日差しは厳しく陽の当たる席は避けられ日陰の席から埋まっていきました。第 2部開始の

18 時頃は日差しも大きく傾き、1 部よりは観客も多く 

集まりました。 Swing Quintet の皆さんは 1 部と       

2部では曲を変えて演奏してくれました。 

観客の皆さんは ､プロの生演奏に感動して       

アンコールの拍手をして 2 曲追加演奏して          

もらいました。                

（広報委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Swing Quintet の皆さん 

Bass 
Yuki さん 

Piano 
Rui さん 

Sax horn 
Mikoto さん 

Drum 
Maho さん 

Vocal 
Yumi さん 

朝早くから、汗だくだくで会場準備をした町内会役員の皆さん 



6 

 

 

 

コロナの影響で中断されていたミニ寺子屋が    

みずき野集会所で3年ぶりに再開されました。 

例年ですと、学習内容は ワーク、絵画、習字でしたが今年はワーク 

(国語・算数・社会・理科)を学習する子がいなくて絵画6人、習字5人の

計11人の参加となりました。参加人数が少ないので､開校は一日だけ 

としました。コロナ前の開催では、50人以上の参加者があった場合も 

ありました。今となっては懐かしい限りです。コロナが収まり来年こそ  

多くの参加者が集まることを願うばかりです。           （広報委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナが第５類にされた今年の夏、みずき野の夏祭りが盛大に復活いたしました。暑さで熱中症が心配されるにも   

かかわらず、お子さんからお年寄りまで参加され、大いなる賑わいと活気を取り戻した「ひと夏の思い出の日」になった  

ようでした。みずき野のイベントに老いも若きも住民の皆さまが参加出来るように、そしてますます住みよく 

楽しくなるように広報活動をいたします。                                  (広報委員 佐藤 健三)                          

編集後記 

ミ

ニ 

守谷市支援の地域敬老イベントは、2023年（令和 5年）度も体育館利用の

[敬老のつどい]は中止とさせていただきます。 

代わりに外でのイベントとして、今年も[秋を楽しむ会]のプロ演奏会を開催し、敬老記念品の無料 

配布を実施しますのでお楽しみ下さい。 

対象者は、みずき野在住の 12 月末で満 75 歳以上になる全員の方で、申込書を提出       

された方です。申込書は､全戸配布の「第 7 回 みずき野地区敬老記念品配布の件」に記入の上、     

申込期限 9 月 29 日(金) 午後 5 時迄に提出をお願します。 

（主催:みずき野地区まちづくり協議会、支援:守谷市） 


